
東京藝術大学が行う震災復興支援

■チャリティーコンサート 「故郷」（ふるさと）～被災地出身演奏家の祈りに応えて～

会場 ： 東京オペラシティ コンサートホール

開催日 ： 平成２３年５月２０日（金）１９：００開演

■経緯

本年４月３日に行われたフランスのボーヴェ大聖堂にてチャリ

ティーコンサートのリハーサル時に「難民を助ける会」等の関係

者が集まり、本学教授杉木峯夫、松下功、成田英明から、震災被

災者のために音楽を通した復興支援を行いたい旨を伝えたことが

きっかけとなる。宮城県石巻市出身、東京藝術大学音楽学部卒で、

現在東京フィルハーモニー交響楽団のトランペット奏者である安

藤友樹氏の呼びかけとし、「故郷」（ふるさと）チャリティーコン

サートを開催した。

朝日新聞記事より ウインドオーケストラ（吹奏楽団）は、今回の趣旨に賛同した

被災地出身等の演奏家７５名、合唱２０名、制作スタッフ等が参加、そのほとんどが東京藝術

大学関係者やＯＢ等で構成されている。

・ チケットは １，５００枚完売・演奏会当日 １，３００名来場

・ 津波で楽器を全て流された石巻市の小中高等学校へ募金および寄附金を原資として楽器（３０名編成）を寄贈予定。

■東京藝術大学教員有志による被災地復興支援作品展 「作家の力×愛好家の力＝復興の力」

会場： 藝大アートプラザ

会期： 平成２３年６月１日（水）〜７月１０日（日）

■趣旨: 東北のあらゆる惨状を見聞きするたびに「私た

ちに出来る事は……？」という思いに駆られます。私たち

に有るのは芸術の力です。その力の結晶であるそれぞれの

作品を東京芸術大学の教員が持ち寄り、被災した文化財の

救援と修復を支援するため、売り上げを寄付いたします。

皆様のお力添えをお願いいたします。
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■東京藝術大学と飛鳥Ⅱによる大船渡市復興芸術支援 〜子供たちに夢を〜（案）

開催期日： 平成２３年７月２７日（水）～７月２８日（木）

会場： 大船渡港と飛鳥Ⅱ船内ステージホール

主催： 郵船クルーズ、協力：東京藝術大学

■趣旨： これまで、飛鳥クルーズは、毎年大船渡を訪れ

る度に、地元の方達の暖かく盛大な歓迎をうけてきました。

震災の後７月実施クルーズにおいて大船渡への寄港は検

討されていましたが、今までと変わらない地元の方からの

「ぜひ寄港を」の声と、飛鳥が来るからがんばろう！と思

えるとの言葉。復興支援として東京藝術大学の協力のもと

今回の寄港となりました。

■プログラム：・ 船のオフィサーが制服姿で小学校を訪問

・ 船に招く地元のお客様について ８００名様を予定。

・ 東京藝術大学教授による地元子供達向けの絵画教室。

・ 東京藝術大学学生による演奏会の実施（船内ステージ）。

■「被災地美術館応援企画」「復興期の精神」― 今、美術の力を集めて（仮称）

会場： 東京藝術大学大学美術館

会期： 平成 23年８月２日（火）〜２１日（日）

入館無料

主催： 東京藝術大学・「復興期の精神」展実行委員会、共催：東京新聞

■参加呼びかけ美術館

・宮城県美術館・郡山市美術館・いわき市美術館・水戸芸術館

・茨城県近代美術館天心記念五浦美術館・茨城大学五浦美術研究所

■開催趣旨

この度の東日本大震災と大津波によって、該当地域の美術館・博物館も多く被災した。震災

から 2 ヵ月が経過した現在、開館した施設もあれば、未だ開館の見通しの立たない施設もあり、

被災の状況によって様々である。今回の企画は、東日本大震災から復興しようとする被災地域

の美術館の姿を多くの方々に共有してもらう機会となる。施設の被害はあっても，作品資料と

学芸員の意欲は健在である。それを象徴的に示す仮題「復興期の精神」は、花田清輝の代表作

のタイトルを借用した。花田は、ルネサンスの思想家の研究を行い、彼らの復興精神を糧にす

ることで戦時下を生きた。それにならい、美術館の所蔵品から、多くの困難に打ち勝つために

制作された作品を選抜し、一つの会場に結集することで、厳しい現状を乗り越え，震災復興の

エネルギーとしたい。


